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【はじめに】光の波長に比較し微小な金属ナノロッドの空間配置を外部場により制御することが

可能となれば，光の反射，吸収に基礎を置く様々な光変調素子の作製が可能になるものと期待さ

れる．本報告では，分散媒中に分散した金属（Al）ナノロッドの電場配向制御に基礎を置く調光

素子についての検討結果を示す．ナノロッドに代表される Al ナノ構造体は，可視光域においてプ

ラズモン共鳴波長のチューニングが可能なプラズモニック材料として関心を集めており，カラー

フィルターや偏光素子 1)等への応用が提案されている．Al ナノロッドの配向を外部電場により制

御可能となれば，「プラズモニック調

光素子」と呼べるべき新規な動作原

理にもとづく光学素子としての利用

が期待できる（図１）．本素子は，ナ

ノロッドのサイズ・形状に基づいて

可視光域における光学特性のチュー

ニングが可能であり，形成される素

子の光学特性の高精度な制御が可能

となることに加え，無機系素材に由

来する高耐候性等からスマートウイ

ンドウをはじめとする様々な調光素

子への展開が期待される． 

【実験】Al を陽極酸化することで形成される陽極酸化ポーラスアルミナをテンプレートとし，細

孔内に Alを電解析出させることで，幾何学形状が制御された Alナノロッドを得た．Alナノロッ

ドを分散媒中に分散させ，透明電極間に配置し，電極間に交流電圧を印加することで，Alナノロ

ッドの配向制御を行った．プラズモン特性の電場応答特性は，電場印加前後での透過スペクトル

を測定することで評価した． 

【結果と考察】図２に

は，電場 ON/OFF 時の透

過スペクトル測定結果

を示す．電場 ONの場合

に，可視光の幅広い波

長帯域において透過率

が増加する様子が観察

された．図３には，透

過率の時間応答特性の

測定結果を示す． 

電場の ON/OFF により

透過率が変化する様子

が確認された． 
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図２ 透過スペクトル電場応答特性 図３ 透過率の時間応答特性 

（波長:550nm） 

図１ プラズモニック調光素子の動作原理 
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